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２００９年１２月２３日

素晴らしい喜びの知らせ
ルカの福音書２：１－１４
要節：　１０，１１
御使いは彼らに言った。「恐れることはありません。今、私はこの民全体のためのすばらしい喜びを知らせに来たのです。きょうダビデの町で、あなたがたのために、救い主がお生まれになりました。この方こそ主キリストです。

メリークリスマス！２００９年を振り返ると、世界は悪いニュースばかりでした。 
経済は不況です。中東では紛争が続いています。環境破壊も進んでいます。身近では、健康が優れない人がいます。大切な人の死を経験した人がいます。孤独な人もいます。人間関係に苦しむ人がいます。仕事のない人がいます。悪いニュースが続いてばかりのように見えます。でも、私は今日はハッピーです。何故だかわかりますか皆さんにお伝えするグッドニュースがあるからです。私自身のことではありません。そのニュースは、２０００年程前に、天使が運んできたものです。でもそれは、今でも全ての人にとってグッドニュースであり、私たちがクリスマスを祝う理由なのです。この御言葉を通して、私たちがクリスマスの本当の意味を知り、素晴らしい喜びを体験できるように祈ります。
１～２節をご覧ください。「そのころ、全世界の住民登録をせよという勅令が、皇帝アウグストから出た。これは、クレニオがシリヤの総督であったときの最初の住民登録であった。皇帝アウグストはローマ帝国の支配者でした。今日ではアメリカと中国が世界的に力を持っていますが、昔はローマ帝国がそのような国でした。ローマ帝国は、イギリス、ドイツからアフリカ北部とペルシャ湾までを支配する巨大な国でした。皇帝アウグストは「ローマの平和」という意味のPax Romanaを作った人として有名です。しかし、皇帝の支配下で生活するのは楽ではありませんでした。皇帝は住民登録をするようにとの勅令を出しました。それは、ローマ軍のために税金を集めるのが目的でした。３節には「人々はみな、登録のために、それぞれ自分の町に向かって行った。」とあります。例外は一切なく、ローマ帝国の全ての人々は、何もかもやめて登録をしに行かなくてはなりませんでした。
４節をご覧ください。「ヨセフもガリラヤの町ナザレから、ユダヤのベツレヘムというダビデの町へ上って行った。彼は、ダビデの家系であり血筋でもあったので、・・・」ヨセフはナザレに住んでいましたが、ベツレヘムが祖先の町でした。それで、ヨハネは役１６０キロを旅しなければなりませんでした。大まかには、大分から福岡までの距離です。５節には「身重になっているいいなずけの妻マリヤもいっしょに登録するためであった。」とあります。身重のマリヤもベツレヘムまで行かなければなりませんでした。その旅は楽ではなかったでしょう。当時はバスも新幹線もありませんでした。人々は徒歩や動物に乗ったりして旅をしなければなりませんでした。臨月に近かったマリヤも多くの丘や山を上り下りしなければなりませんでした。旅は一週間以上かかったと思われます。マリヤはそんな旅に出かけるべきではなかったでしょう。でも、仕方がありませんでした。皇帝が勅令を出せば、マリヤやヨセフのような植民地の住民はローマ帝国に反対することはできませんでした。一見、彼らの人生は皇帝によって残酷に支配されているように見えます。しかし、聖書をよく見てみると、結局は神様が歴史を支配していることがわかります。マリヤが妊娠する７３０年も前に、預言者ミカが、メシヤがベツレヘムに生まれると書いています。ヨセフとマリヤはナザレで快適に暮らしていました。ナザレを離れる理由は何もありませんでした。しかし神様は皇帝アウグストを使って、彼らをナザレからベツレヘムに行かせ、ご自身の予言を実現されたのです。私たちの人生も、マリヤとヨセフのように大変だと感じる時があります。他の人にはいいことばかりが起こるのに、自分にはどうして悪いことばかりがおこるのか、と思います。そんな時は、袋小路に追い込まれたようにも感じます。しかし、神様は全てのことを理由があってなさっているとわかっていれば安心できます。神様が全ての支配者です。歴史も支配しています。
政治家がこの世界を支配しているのではありません。神様がなさっています。そして神様は全てのこと、良いことも悪いことも、神様の良い目的を成し遂げるためにお使いになるのです。
６－７節をご覧ください。「ところが、彼らがそこにいる間に、マリヤは月が満ちて、男子の初子を産んだ。それで、布にくるんで、飼葉おけに寝かせた。宿屋には彼らのいる場所がなかったからである。」ヨセフとマリヤがベツレヘムに着いたとき、マリヤは出産間近となっていました。それで、２人はよいホテルを探しましたが、住民登録のためにやってきた旅行者でどこも一杯でした。
誰かが部屋を譲るか、せめて身重のマリヤと相部屋にしてくれたでしょうか。そうしてくれる人は誰もいませんでした。皆自分の問題で手一杯でストレスがたまり、他人を思いやるどころではありませんでした。それが今日なら、人々は買い物や仕事、勉強や雑事に忙しく、赤ちゃんを迎える余裕がないという状況でしょう。全てがマリヤたちよりも重要に見えて、色々な言い訳をしたことでしょう。

歓迎してくれる人が誰も居なかったので、マリヤとヨセフは動物小屋に行き、自分たちで出産をしなければなりませんでした。マリヤにとって初めての子供でしたが、助けてくれる医者も看護師もいませんでした。助け手は、ロバや牛、そして何をすればいいのか皆目見当もついていないヨセフだけでした。マリヤには生まれたばかりの赤ちゃんを寝かせるベッドすらありませんでした。それで、動物たちがえさを食べるための飼い葉おけの中に、赤ちゃんを寝かせました。マリヤは、赤ちゃんを夜の寒さから守るために、布にくるみました。
今までのところ、最初のクリスマスについての印象はどうですか。あまり楽しそうではありませんね。ですが、８－９節をご覧ください。「さて、この土地に、羊飼いたちが、野宿で夜番をしながら羊の群れを見守っていた。すると、主の使いが彼らのところに来て、主の栄光が回りを照らしたので、彼らはひどく恐れた。」町では人々があれやこれやと忙しく過ごしていました。しかし、野原では、つつましく生活している羊飼いたちが、夜にもかかわらず、ひっそりと誠実に羊たちを見守っていました。突然、天使が現れ、主の栄光が周りを照らしたので、彼らはひどく恐れました。しかし「御使いは彼らに言った。「恐れることはありません。今、私はこの民全体のためのすばらしい喜びを知らせに来たのです。きょうダビデの町で、あなたがたのために、救い主がお生まれになりました。この方こそ主キリストです。」
天使は良い知らせを運んできました。その良い知らせとは、私たちのために救い主が生まれたということです。一体、どんな救い主なのかと不思議に思うかもしれません。救い主と聞いたら、普通私達はスパイダーマンやマトリックスのキアヌ・リーブスを想像するでしょう。イエス様はどんな救い主だったのでしょう。
その救い主は「主キリスト」と表現されています。キリストとは、ギリシャ語の神から選ばれた救い主という意味からきています。神様は、スピリチャルな意味で人々を救うために、救い主をこの世に遣わされました。実際には、この救い主は神様ご自身でした。

神様はなぜ私たちに救い主を送ってくださったのでしょうか？世界を見渡せば、沢山のテクノロジーや薬があります。私たちは自分で自分を救えるのではないでしょうか？かみｓチュアル
























































































































神様はこの地球を美しいパラダイスとして作られました。そのパラダイスは、人間と環境、神様が完璧なハーモニーをなしていました。男と女はその中で自由に暮らしていました。お腹がすけば、近くの木に手を伸ばして美味しい果物を食べられました。お風呂に入りたければ、澄みきった湖に飛び込みました。全てが完璧でした。しかしある日、男は高慢になり、神様がいなくてもパラダイスでよい暮らしができると思いました。男は、神様が示した生き方に背き、自分のルールを作り上げました。このようにして、人と神様との関係と秩序が壊れてしまいました。堕落がこの世に入り込み、完璧なパラダイスは失われました。それから世界はどんどん悪くなっていきました。殺人のような凶悪な犯罪が起こり始めました。他人のものを盗み始めました。その後、戦争が起こり始め、結婚生活は壊れ、人々と社会は今日の私たちと同様に苦しみ始めました。こうした問題が起こったのは、人と神様との関係が壊れたからです。人の手では修復できません。神様は「ははは、だから言ったじゃないか」と言う事もできたはずでした。

しかし、神様はご慈悲を持たれました。私たちを罪から救い、神様との関係を修復してくれる、救い主を遣わすと約束されました。その救い主とは、飼い葉おけに生まれた、イエス・キリストでした。イエス様は成長して、病人を癒し、神様の愛を説き、貧しい人に施し、死人を生き返らせたりもして、人々に仕えました。

イエス様は、奇跡を起こすことで、神であるご自身のお力を示されました。最終的には、潔白でありながらも、十字架の上で、ご自身が創造した人々によって殺されました。神様に背く罪を犯したら、その代価を支払わなければばりません。その代価とは、死と神様との永遠の別離です。ですが、イエス様は私たちに代わって、血を流されました。それは、私たちが神様と和解でき、神様が天国に用意している新しいパラダイスに入る権利を得るためです。イエス様の誕生はすべての人にとって素晴らしい喜びの知らせです。なぜなら、イエス様を通して、誰でも神様と個人的な関係を築き、天国へ行けるからです。
では、なぜイエス様はくさい動物小屋でお生まれになったのでしょう。もし神様が地球に来られたのなら、沢山の護衛や召使の居る宮殿に生まれるべきではなかったでしょうか？イエス様は全ての人々を理解するために、動物小屋に生まれました。私たちの宿命論的な考えを理解するために、宿命的な方法でお生まれになりました。貧困を理解するために、貧しくお生まれになりました。イエス様は、沢山の悲しみや痛み、拒絶を経験することで、このつらい世界に住むのはどんなものかを理解されました。友人は私たちのことをわかってくれないかもしれません。親や、妻、夫、または子供も自分のことをわかってくれないかもしれません。

しかし、イエス様は、私たちのことをわかってくださいます。私たちと同じことを経験されたからです。世界には、政治的、歴史的、宗教的に多くの分裂があります。イスラム教徒、キリスト教徒、ヒンズー教徒、無神論者、仏教徒など、全て分裂しているように思えます。ですが、イエス様は人々を分裂させるために生まれたのではありません。イエス様の誕生は、民全体のためのすばらしい喜びの知らせです。なぜなら、イエス様はすべての人を、唯一の創造主と結びつけるからです。それは、私たちの経歴や文化、民族や言葉には関係ありません。イエス様は、世界中の人々を、父である神様を筆頭とした一つの家族としたいのです。
１３－１４節をご覧ください。「すると、たちまち、その御使いといっしょに、多くの天の軍勢が現われて、神を賛美して言った。『いと高き所に、栄光が、神にあるように。地の上に、平和が、御心にかなう人々にあるように。』」天使たちは興奮を抑え切れませんでした。幾千もの天使が天国から降りてきて、神を讃える、世界で最初のクリスマスソングを歌いました。それは一番熱狂的なクリスマスパーティでした。イエス様の誕生は、男性にも女性にも本当の平安をもたらしました。それは、罪の問題が解決され、神様との正しい関係が修復されたからです。
１２月２５日には、数々の国でクリスマスが祝われるでしょう。大分でも、沢山のイルミネーションや、クリスマスの飾り付けをした店をみかけます。今年、イエス・キリストの誕生を祝うという、クリスマスの本当の意味を覚えておいてください。私たちが罪を悔い改めて、謙虚な嬰児イエス様を心に受け入れたら、今までで一番楽しい意味のあるクリスマスを迎えられるでしょう。要節をもう一度読みましょう。御使いは彼らに言った。「恐れることはありません。今、私はこの民全体のためのすばらしい喜びを知らせに来たのです。きょうダビデの町で、あなたがたのために、救い主がお生まれになりました。この方こそ主キリストです。
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